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●表紙写真／長田口遺跡出土土偶

平岡地区ほたるみ館の北側にある多目的広場
駐車場地点での調査で出土した土偶。今から
約5,300年前のもので、薄い胴体ながら自立し
ます。それまでの土偶が寝そべったものばか
りであるのに対して、鋳物師屋遺跡の「子宝
の女神ラヴィ」のように自立する土偶への過
渡期を示す数少ない土偶のひとつです。小さ
いながらも顔、胸、おなかのふくらみなどが
表現され、やはり「妊婦さん」を表現してい
ることが見てとれます。通称「はぐちゃん」。      

（ふるさと文化伝承館所蔵）
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第3回定例会【９月】  令和４年度決算を認定
特別編集：市制20周年記念特集号
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令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

　

歳
入
歳
出
と
も
に

　

過
去
３
番
目
の
決
算
額

９月１日～9月29日開催

第３回定例会（９月）で決まった注目案件

部
活
動
の
地
域
移
行（※

１
）

協
議
会
を
設
置
し
て
推
進

部
活
動
地
域
移
行
推
進
事
業

・
休
日
に
お
け
る
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
に
向 

　

け
た
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
部
活
動
地
域
移
行
推
進

　

 

協
議
会
を
設
置
し
、
ま
た
総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を 

　
　

配
置
す
る
。

(※

１
)
部
活
動
の
地
域
移
行

　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
立
中
学
校
の
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
部

活
動
の
環
境
構
築
と
、
中
学
校
教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図

る
観
点
か
ら
、
休
日
に
お
け
る
部
活
動
を
段
階
的
に
地
域

に
移
行
す
る
取
り
組
み
の
こ
と
。

（
リ
ニ
ア
建
設
工
事
に
伴
う
）

設
備
等
の
敷
地
内
移
設

若
草
な
か
よ
し
児
童
館
維
持
管
理
事
業

1176万円

・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
工
事
に
伴
い
、
若
草
な
か

　

よ
し
児
童
館
の
設
備
等
を
敷
地
内
に
移
設
す
る
。

既
存
校
舎
を
解
体

若
草
小
学
校
改
築
事
業

9248万円

・
若
草
小
学
校
校
舎
の
建
て
替
え
に
あ
た
り
、
既
存
校

　
　
舎
の
解
体
等
の
経
費
を
補
正
す
る
。

ピックアップ

令和5年第３回定例会（９月）の概要

 

代
表
・
一
般
質
問   ※

８
、17
〜
23  
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

今
定
例
会
で
は
、
９
月
13
、
14
日
に
12
名
の
議
員
が

代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で

の
29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
丸
市
長
か
ら
専
決
処
分
案
４
件
、
条
例
案
３
件
、
補

正
予
算
案
７
件
、
決
算
認
定
案
17
件
、
ほ
か
13
件
、
合
わ

せ
て
44
案
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。   ※

５
ペ
ー
ジ
参
照

　

決
算
議
会
と
い
わ
れ
る
今
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度

一
般
会
計
を
は
じ
め
、
13
の
特
別
会
計
、
お
よ
び
３
つ
の
企

業
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
一
般
会
計

の
決
算
に
つ
い
て
は
歳
入
総
額
３
７
０
億
２
５
２
１
万
円
、

歳
出
総
額
３
３
３
億
９
１
７
万
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
と

も
に
過
去
３
番
目
の
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  ※

３
ペ
ー
ジ
上
段
参
照

　

一
般
会
計
補
正
予
算
額
は
、
補
正
額
を
13
億
30
万
３
千

円
と
し
、
予
算
総
額
を
３
５
１
億
２
６
６
１
万
３
千
円
と

す
る
も
の
で
し
た
。　
　
　
　
　
　

※

中
下
段
参
照

　

議
案
第
53
号
の
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）
お
よ
び

認
定
第
１
号
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

は
討
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。　

   ※

３
ペ
ー
ジ
下
段
参
照

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
そ
れ
以
外
の
案
件
は
、
い
ず
れ

も
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
意
見
書
案
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
可

決
し
た
ほ
か
、
教
育
に
関
す
る
請
願
が
あ
り
、
こ
れ
を
採

択
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

  　
　

※

４
ペ
ー
ジ
参
照

一般会計

（
リ
ニ
ア
建
設
工
事
に
伴
う
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
機
能
回
復

甲
西
市
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
機
能
回
復
事
業

２億 2424万円

・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
工
事
に
伴
う
甲
西
市
民
総

　

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
機
能
回
復
に
関
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整

　

備
す
る
。

運
送
事
業
者
に
助
成
金
を
交
付

貨
物
運
送
事
業
者

物
価
高
騰
対
策
助
成
金
交
付
事
業

8196万円

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格

・
物
価
高
騰
の
影
響    

　

を
受
け
て
い
る
運
送
事
業
者
等

　

の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た
め

　

に
助
成
金
を
交
付
す
る
。

 

・
基
準
日　

８
月
１
日

　
・
申
請
の
受
付
期
間
は

　

10
月
２
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で

　
・
交
付
金
額
は

　

一
般
貨
物
お
よ
び
特
定
貨
物

　
　

自
動
車
運
送
事
業
用
車
両

　
　

↓　

１
台
に
つ
き
５
万
円

　
　
貨
物
軽
自
動
車

　

運
送
事
業
用
車
両

　　
　

↓　

１
台
に
つ
き
３
万
円

全
市
民
に
商
品
券
１
万
円
分
を
配
布

地
域
経
済
活
性
化
・
生
活
者
支
援
事
業

７億 7891万円

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を

　

 

受
け
て
い
る
地
域
経
済
の
活
性
化
と
生
活
者
の
支
援 

　

 

の
た
め
に
、 

市
内
店
舗
で
使
え
る

 　

１
万
円
分
の
商
品
券

「
南
ア
ル
プ

 　

ス
元
気
券
」
を
全
市
民
に
配
布
す

　

 

る
。

 

・
基
準
日　

８
月
１
日

 

・
利
用
可
能
期
間
は
12
月
１
日
か
ら

　

来
年
２
月
29
日
ま
で

・
10
月
中
旬
か
ら
順
次
配
布
を
開
始

・
元
気
券
の
配
布
は
４
回
目

69万円
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　 甲西市民総合グラウンドについて、 議会答弁に従いＪＲ

への要請を行い、 微気圧波対策を前提にした計画にすべ

き。 若草なかよし児童館はリニア高架橋直下であり、 こど

もへの影響回避として、 移転を含めて計画を見直すべき。

議案第53号　令和５年度南アルプス市一般会計補正予算（第６号）

討 論　　                         私はこう考える

確証をもって充分と言える

影響回避策を

松野 昇平 議員
反  
対

賛  

成

賛成！ 反対！

　 甲西市民総合グラウンドや若草なかよし児童館の事業は、

リニア中央新幹線に伴う予算計上であり、 グラウンド整備工

事や、 敷地内設備等の撤去や移設工事に係る必要経費であ

り、 賛成する。

リニア中央新幹線に伴う

事業は必要 

野中 國幹 議員

討論後の起立採決の結果、賛成多数で原案は可決となりました。

ピックアップ 令和４年度 決算のポイント

　 リニアの防音フード未設置区間にあたる甲西総合グラウ

ンドへの微気圧波の影響回避策について、ＪＲに責任をもっ

て対応させるための事前担保を求めていく旨の議会答弁

が充分に履行されていないため認定できない。

認定第１号　令和４年度南アルプス市一般会計歳入歳出決算の認定について

ＪＲに責任を求める姿勢が

問われている

松野 昇平 議員
反  

対

賛  

成 　 歳入面では自主財源の根幹をなす市税が前年度比 4.4％

増加し、 歳出面では小中学校給食費の無償化、 保育料の無

償化、 １８歳までの医療費の無償化など市民に寄り添った施

策を進めた決算であり、 賛成する。

堅実な財政運営で

健全財政を維持 

野中 國幹 議員

討論後の起立採決の結果、賛成多数で原案は認定となりました。
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（億円）

一般会計歳入 一般会計歳出

基金年度末残高市債年度末残高

325億4293万円 335億3235万円 341億5628万円 324億773万円

413億8801万円

373億3344万円 370億2521万円

311億8580万円 319億2400万円 324億9358万円
307億9964万円

390億3300万円

343億6222万円 333億917万円

6億571万円 296億9144万円
3,18億9815万円 3,04億1419万円

292億2041万円
2,75億8312万円

256億7899万円

169億9263万円
170億7555万円 171億7605万円 181億2905万円 183億3430万円 194億0267万円 1 9億8419万円

276億571万円 296億9144万円
318億9815万円  304億1419万円

292億2041万円
275億8312万円

256億7899万円

169億9263万円
170億7555万円 171億7605万円 181億2905万円 183億3430万円 194億0267万円 195億8419万円

グラフの市債残高の中には地方交付税によって措置される地方債（合併特例債など）も含ま
れていますので、実際に市が負担する金額は、ここに記載された金額よりも少なくなります。

　令和４年度の決算状況は、コロナ禍により引き続き決算額が大きく
なっていますが、国の交付金等を活用し健全な財政運営を堅持していま
す。新型コロナウイルス感染症の対策や子育て支援策等に注力するとと
もに、将来の財政負担を軽減するために、基金残高の増、市債残高の減
の取り組みが行われました。今後も将来を見据えた計画的な財政運営と
新たな財源確保の取り組みが求められます。

 ポイント１ コロナ禍以降は決算額が増加
決算額の推移を確認すると、令和２年度、令和３年度、
令和４年度の順に多いことがわかります。この間は
新型コロナの感染が拡大した時期になります。市で
はコロナ対策としてさまざまな事業を実施したため
歳出総額が増加しましたが、コロナ対策事業は多く
を国からの交付金等を活用したため、その分歳入総
額も増加しました。

 ポイント２ コロナ禍でも基金※１残高は増加
市では将来に備えてさまざまな基金を積み立ててい
ます。コロナ禍においても基金の積み立てを行って
いたため、基金の残高は増加しております。

(※1) 基金とは、条例の定めるところにより、特定の目的のため
　　　に積み立てる資金のことをいい、家計で言うところの貯金
　　　にあたります。

 ポイント３ 市債※２残高は減少
市債残高は、令和元年度から償還額が発行額を上回っ
ているため、減少しています。

(※2) 市債とは市が公共施設の整備などのために必要な資金を　
　　　外部から調達する借入金のことです。
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議員提出議案・請願の審査

議員提出議案
令和５年第３回定例会で、議員３名（小池伸吾、齊藤博明、河野木綿子）が議案を提出しま
した。議案は、意見書を関係機関に提出することを求める内容で、審査の結果、全会一致
で可決となり、市議会から国の関係機関に意見書を提出しました。

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の
評価等を求める意見書の提出について

ブラッドパッチ療法（※1）は平成 28年より保険適用となったが、症状や治療法によっては保険適
用にならない場合がある。公平で安全なブラッドパッチ療法の適用に向け、以下の事項について
適切な措置を講ずるよう強く要望する。

 ・脳脊髄液漏出症（減少症）の症状において、約10％は起立性頭痛を認めないと公的な研究で
　も報告があることを受け、算定の要件の注釈として「本疾患では起立性頭痛を認めない場合が
　ある」と加えること。

 ・ブラッドパッチ療法の診療報酬において、Ｘ線透視を要件として、漏出部位を確認しながら
　治療を行うことを可能にするよう、診察上の評価を改定すること。

（※1）ブラッドパッチ療法
脳脊髄液漏出症（減少症）の治療法。脳脊髄液漏出症
（減少症）は、交通事故、スポーツ、落下事故、暴力
など全身への外傷等を原因として発症し、患者は日
常生活を大きく阻害するさまざまな症状に苦しんで
いる。

議案の概要

  請願の審査
令和５年第３回定例会では１件の請願がありました。請願は意見書を関係機関に提出する
ことを求める内容で、審査の結果、全会一致で採択し、市議会から国の関係機関に意見書
を提出しました。

深刻な教職員不足を改善する方策の実施、現存の加配定数を維持した上で
の小学校 35人学級の実施、中学校における35人学級の実現、義務教育費
国庫負担制度堅持と教育予算拡充を図るための請願書

子どもたちは、将来の日本社会の担い手であり、教育の充実は極めて重要である。
国会および政府においては、地方教育行政の実情を十分に認識し、地方自治体が計画的に教育行政
を進めることができるように、以下の措置を講じられるよう強く要請する。

 ・深刻な教員不足を改善するための方策を早急に実施すること。

 ・小学校の 35人学級実施にあたり、子どもたちのよりよい学びを実現するために、現存の加配
　定数を維持すること。

 ・少人数教育の高い教育効果から、35人学級を中学校にも導入するよう
　積極的な検討をすすめること。

 ・教育条件の格差解消を図るため、国における教育予算を拡充するとと
　もに、義務教育の根幹である、教育の機会均等・水準確保・無償制の
　維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

請願の概要

硬膜

脊髄

髄液

血
液
注
入

（
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
）
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令和５年第３回定例会  審議した議案とその結果
上程議案

飯野久議長は議事進行のため賛否表明はしません。

〇：賛成

×：反対
賛否同数の場合のみ、議長採決として表明します。

結
　
果
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承 認 8 南アルプス市立保育所条例の一部を改正する条例の専決処分 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

承 認 9 建物収去土地明渡し請求事件に係る訴えの提起の専決処分 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

承 認 10 建物退去土地明渡し請求事件に係る訴えの提起の専決処分 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
承 認 11 令和５年度一般会計予算（第4号）の専決処分 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 49 部活動地域移行推進協議会条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 50 職員給与条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 51 工場立地法に基づく緑地面積率等に係る準則を定める条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 52 一般会計補正予算（第５号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 53 一般会計補正予算（第６号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 54 国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 55 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 56 介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 57 土地取得造成事業特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 58 下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 定 1 一般会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 2 国民健康保険特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 3 後期高齢者医療特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 4 介護保険特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 5 居宅介護予防支援事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 6 芦安農業集落排水事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 7 温泉給湯事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 8 山梨県北岳山荘管理事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 9 芦安恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 10 中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 11 高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 12 城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 13 雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 14 土地取得造成事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 15 水道事業会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 16 下水道事業会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 17 自動車運送事業会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同 意 9 農業委員会委員の任命 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
諮 問 1 人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
諮 問 2 人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
諮 問 3 人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
諮 問 4 人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
諮 問 5 人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
諮 問 6 人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
諮 問 7 人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
諮 問 8 人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 59 財産の取得（情報系仮想基盤サーバ機器） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 60 市道路線の認定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 61 市道路線の変更 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 62 令和４年度水道事業会計利益剰余金の処分 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請 願 5-1

深刻な教職員不足を改善する方策の実施、現存の加配定数を維持した
上での小学校35人学級の実施、中学校における35人学級の実現、義務
教育費国庫負担制度堅持と教育予算拡充を図るための請願書

採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南ア議 2
ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診察上
の評価等を求める意見書

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南ア議 3

深刻な教職員不足を改善する方策の実施、現存の加配定数を維持した
上での小学校35人学級の実施、中学校における35人学級の実現、義務
教育費国庫負担制度堅持と教育予算拡充を図るための意見書

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分の承認

令和５年度補正予算

条例の一部改正

条例の制定

議員提出議案

その他

令和４年度歳入歳出決算の認定
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実
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請
願
理
由
の
中
に
、
教
員
が
足
り
な

　
　
　
い
学
校
で
は
、「
在
籍
教
員
の
授
業

時
数
を
大
幅
に
増
や
し
て
対
応
す
る
と
い
う

状
況
も
発
生
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
南
ア

ル
プ
ス
市
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　
　
１
週
間
に
教
員
１
人
が
持
て
る
授
業

　
　
　
時
数
は
、
概
ね
25
時
間
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
20
時
間
は
授
業
を
行
い
、
５
時
間
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員
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エ
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事

　
　
　
態
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遣
手
当
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を
「
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定
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当
」
と
改
正

す
る
が
「
特
定
」
を
加
え
る
こ
と
の
意
味
は
。

　
　
　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

　
　
　
措
置
法
」
の
改
正
に
伴
い
「
特
定
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
」
が
示
さ
れ
て
い

る
た
め
改
正
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

　
　
　
と
す
る
こ
と
で
の
市
民
へ
の
メ
リ
ッ

ト
な
ど
分
か
り
や
す
い
説
明
が
必
要
と
考
え

る
が
対
応
は
。

　
　
　
市
民
へ
の
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等
が
必
要
な
際
に
は
、

　
　
　
十
分
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
分
か
り

や
す
い
資
料
作
成
に
努
め
る
。
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率
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規
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立
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し
た
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維
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す
る
こ
と
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目
的
と
す
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あ
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が
、
緑
地
面
積
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緩
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と
に

よ
り
環
境
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民
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に
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響
は
な
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か
。
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在
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規
制
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り
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境
基
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が
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け
ら
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、

環
境
保
護
に
対
す
る
企
業
倫
理
や
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会
的
責

任
の
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え
方
が
浸
透
し
て
い
る
た
め
、
環
境
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で
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民
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は
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え
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３
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査
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各
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任
委
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会
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付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。
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質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す

の
空
き
時
間
に
授
業
研
究
や
教
材
研
究
を
し

て
い
る
。
１
人
欠
員
に
な
る
と
、
授
業
時
数

は
23
時
間
ほ
ど
に
増
え
、
２
時
間
の
空
き
時

間
で
す
べ
て
の
授
業
研
究
等
を
す
る
こ
と
は
厳

し
い
。
で
き
れ
ば
、
18
時
間
程
度
の
授
業
時

数
で
、
残
り
の
時
間
を
授
業
研
究
等
に
充
て

ら
れ
る
配
置
が
で
き
れ
ば
、
教
員
の
負
担
は

少
な
く
な
る
と
思
う
。

積
率
に
変
更
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

第
２
種
区
域
、
第
３
種
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域
、
第
４
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と
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ど
の
よ
う
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。
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３
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途
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め
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。
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。

　
　
　
市
内
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地
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め
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れ
て
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る
の
は
、
主
に
、
櫛
形
地
区
か
ら
甲

西
地
区
に
か
け
て
の
旧
国
道
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号
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周
辺
と

甲
西
工
業
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地
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あ
る
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用
途
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域
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４
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区
域
と
な
る

の
で
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の

地
域
が
第
４
種
区
域
に

該
当
す
る
。



●
市
債
償
還
元
金

　
　
　

令
和
４
年
度
は
市
債
の
繰
上
償
還
が

　
　
　

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
そ
の
理
由
は
。

　
　
　
令
和
４
年
度
は
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周

　
　
　
辺
の
整
備
な
ど
大
き
な
事
業
が
あ
り

繰
上
償
還
は
で
き
な
か
っ
た
。
繰
越
財
源
等

が
あ
る
場
合
は
、
基
本
的
に
は
、
繰
上
償
還

が
で
き
る
市
債
を
利
率
の
高
い
も
の
か
ら
選
ん

で
償
還
し
、
残
っ
た
財
源
に
つ
い
て
は
基
金
の

積
み
立
て
に
充
て
て
い
る
。
計
画
的
に
繰
上
償

還
が
で
き
れ
ば
後
年
度
の
負
担
が
減
っ
て
い
く

の
で
、
今
後
も
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

●
市
民
手
続
き
支
援
事
業

　
　
　

令
和
４
年
度
か
ら
新
た
に
導
入
し
た

　
　
　
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の
利
用
実

績
は
３
２
８
件
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
市
民

の
方
の
反
応
は
。

　
　
　
利
用
者
に
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

　
　
　
た
と
こ
ろ
利
用
で
き
て
よ
か
っ
た
と
い

う
好
印
象
の
回
答
が
多
か
っ
た
の
で
、
導
入

効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

●
道
水
路
の
維
持
管
理
事
業

　
　
　

道
路
の
維
持
管
理
は
適
正
に
行
わ
れ

　
　
　

て
い
る
の
か
。
市
民
か
ら
も
道
路
の

雑
草
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
る
が
、
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
道
水
路
を
安
全
に
快
適
に
利
用
で
き 

　
　
　
る
よ
う
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

雑
草
も
現
場
を
確
認
し
予
算
計
画
を
立
て

し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た
い
。
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

●
す
も
も
産
地
競
争
力
強
化
支
援
事
業

　
　
　

す
も
も
の
輸
入
解
禁
は
国
が
行
っ
た

　
　
　

事
な
の
に
、
特
定
財
源
内
訳
の
中
に

国
の
補
助
金
が
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
事
業

で
、
市
と
県
だ
け
が
予
算
を
出
し
て
国
が
予

算
を
出
さ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
国
も
、
輸
入
解
禁
に
伴
い
、
改
植
に

　
　
　
対
し
て
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
面

積
が
２
ア
ー
ル
以
上
の
も
の
は
国
が
補
助
金

を
出
し
て
お
り
、
２
ア
ー
ル
未
満
の
も
の
を
市

と
県
で
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

●
防
犯
対
策
事
業

　
　
　

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
に
つ
い 

　
　
　

て
、
市
内
５
か
所
に
設
置
し
て
い
る

が
、
設
置
場
所
の
選
定
理
由
、
選
定
条
件

は
あ
る
の
か
。

　
　
　
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
選
定
場
所
に
つ

　
　
　
い
て
は
、
各
地
区
、
自
主
防
災
会
か

ら
の
要
望
や
警
察
と
の
協
議
を
踏
ま
え
て
決

定
し
て
い
る
。

　
　
　

来
年
度
も
設
置
す
る
方
向
で
検
討
し

　
　
　

て
い
る
か
。

　
　
　
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
は
す
で
に
５
か

　
　
　
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
に
つ
い
て
も
補
助
金
が
あ
る
限
り

整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

 

部
活
動
地
域
移
行
推
進
協
議
会

 

条
例
の
制
定

　
　
　

運
動
部
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
部
の 

　
　
　

活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
も
協
議

の
対
象
と
す
る
の
か
。

　
　
　
文
化
部
の
部
活
動
に
つ
い
て
も
協
議

　
　
　
し
て
い
く
。
協
議
会
の
委
員
に
は
南

ア
ル
プ
ス
市
文
化
協
会

の
代
表
者
や
中
学
校
文

化
部
活
動
顧
問
の
代
表

者
に
も
入
って
い
た
だ
く

こ
と
が
条
例
に
も
規
定

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

競
技
人
口
自
体
が
少
人
数
の
競
技
に

　
　
　

つ
い
て
も
部
活
動
の
地
域
移
行
の
中

で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　

複
数
の
中
学
校
が一緒
に
な
っ
て
指
導

　
　
　
者
か
ら
指
導
を
受
け
る
な
ど
の
方
法

を
協
議
会
の
中
で
協
議
し
て
い
く
。

QA

A Q

 　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

９
月
７
日
、
19
日
〜
22
日
、
25
日
に
補
正

予
算
、
関
係
条
例
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
審
査
し
ま
し
た
。

A QA Q
 

審
査
結
果

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
６
号
）
お
よ

び
一
般
会
計
決
算
認
定
案
に
つ
い
て
は
反
対

討
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
起
立
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
お
よ
び
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
案
件
は
全
て
異
議
な
く
可
決

お
よ
び
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
ま
り
ま
し
た
。

 
予
算
決
算
特
別

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

A Q A QA Q

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す

QA

 令和４年度 主な会計決算額 　  単位：円

一般会計
 歳入 370億2521万 

歳出 333億  917万 

特
別
会
計 

国民健康保険
 歳入  74億 4824万 

歳出 73億2363万 

後期高齢者医療
 歳入 14億 9519万 
歳出 14億9406万 

介護保険
 歳入 63億8221万 

歳出  60億3740万 

水
道
事
業

会
計（
税
込
）

 

 

 

収益的収支
 収益 15億7156万 

費用 13億3733万 

資本的収支
 収入  6億2053万 

支出 13億9209万 

さ
ら
に
充
実
し
た
決
算
審
査
に
向
け
て

　

決
算
審
査
の
終
了
後
、
予
算
決
算
特
別
委

員
会
の
全
委
員
に
よ
り
、
今
後
に
向
け
た
課

題
等
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
内
容
は
本
会
議
最
終
日
の
委
員
長
報
告

に
お
い
て
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会
の
齊
藤

博
明
委
員
長
か
ら
執
行
部
に
対
し
て
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
令
和
３
年
か
ら
行
っ
て
お

り
、
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
充
実
し
た
決
算
審
査
に
向
け
て
、

議
会
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。



育
て
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

　
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
整
備
」
で
は
、
交

通
イ
ン
フ
ラ
や
住
宅
政
策
を
推
し
進
め
、
住

み
や
す
い
住
環
境
を
整
え
て
い
く
。

　
こ
の
「
三
本
の
政
策
の
柱
」
を
推
進
し
、

相
乗
効
果
を
生
み
出
し
「
住
む
な
ら
南
ア
ル

プ
ス
市
」
と
選
ば
れ
る
地
域
を
創
出
し
、
市

内
外
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

　
　
　
活
力
あ
る
南
ア
ル
プ
ス
市
を
維
持
す

　
　
　
る
た
め
、「
行
政
と
し
て
の
土
地
利
用
」

を
再
構
築
し
、
民
間
主
体
の
活
動
に
向
け
た

機
運
の
醸
成
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
新
山
梨
環
状
道
路
の
整
備
に
よ
り
、

　
　
　
県
内
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上

し
、
沿
線
の
若
草
地
区
に
お
け
る
住
宅
開
発

の
増
加
が
、
社
会
増
の
大
き
な
要
因
で
も
あ

る
。
反
面
、
空
き
家
は
増
加
し
て
お
り
将
来

を
見
据
え
た
効
率
的
な
土
地
利
用
を
図
る
上

で
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
今
後
、
コ
ス
ト
コ
南
ア
ル
プ
ス
倉
庫
店
の
開

業
、
株
式
会
社
コ
ー
セ
ー
な
ど
企
業
の
進
出
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
も
予
定
さ
れ
、

雇
用
増
に
伴
う
住
宅
開
発
の
課
題
な
ど
も
考

え
ら
れ
る
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
は
第
３
次
南
ア
ル
プ
ス

市
総
合
計
画
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
新
た
な
計
画
期
間
に
入

る
の
で
、現
状
や
課
題
、社
会
変
化
を
見
据
え
、

土
地
利
用
の
方
向
性
を
示
し
て
い
く
。
あ
わ

せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
分
か
り
易
く
周

知
で
き
る
よ
う
に
研
究
し
て
い
く
。

市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。
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討
議
の
焦
点

新政南アルプス

村松 三千雄 議員

容
易
で
な
い
が
、
県
や
全
国
知
事
会
の
山
梨

宣
言
を
機
に
、
国
と
県
が
打
ち
出
す
人
口
対

策
政
策
と
、
本
市
の
政
策
を
連
動
さ
せ
、
よ

り
効
果
的
・
効
率
的
な
人
口
増
加
対
策
を
展

開
し
て
い
く
。

　
　
　
人
口
増
加
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら

　
　
　
せ
る
こ
と
な
く
引
き
続
き
選
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
政
策
を
展
開
し
て

い
く
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
宣
言
に
よ
り
更
な

る
政
策
戦
略
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
３
期
目
の
公
約
で
示
し
た
「
三
本
の

　
　
　
政
策
の
柱
」、
ま
ず
「
未
来
を
つ
く
る

産
業
振
興
」
で
は
、
企
業
誘
致
や
産
業
振
興

に
よ
り
、
こ
の
地
域
に
働
く
場
を
創
り
出
し

て
い
く
。

　
「
希
望
を
か
な
え
る
子
育
て
応
援
」
で
は
、

今
ま
で
力
を
入
れ
て
き
た
子
育
て
支
援
策
を

更
に
推
し
進
め
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

  

山
梨
県
の
「
人
口
減
少
危
機
突
破

  

宣
言
」
を
受
け
て
の
子
育
て
支
援
・

  

移
住
定
住
政
策
戦
略

　
　
　
山
梨
県
の
「
人
口
減
少
危
機
突
破
宣 

　
　
　
言
」
を
受
け
て
、
本
市
が
２
年
連
続

で
人
口
増
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
山
梨
県
と

全
国
知
事
会
議
の
宣
言
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

　
　
　
令
和
３
年
・
４
年
度
と
２
年
連
続
で

　
　
　
人
口
が
増
加
し
、
人
口
減
少
傾
向
に

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
れ

は
子
ど
も
医
療
費
や
保
育
料
無
償
化
等
の
子

育
て
支
援
策
、
農
業
や
企
業
誘
致
等
の
産
業

振
興
策
の
効
果
と
考
え
て
い
る
。

　
県
内
人
口
も
80
万
人
を
割
り
込
み
、
こ
の

減
少
傾
向
は
続
く
と
予
想
さ
れ
る
中
、
本
市

の
人
口
を
継
続
し
て
増
加
さ
せ
て
い
く
こ
と
は

Q 

A Q

本市の人口増加の流れを維持するために
土地活用を含め魅力ある政策の展開を！

▲

人口の増加に繋げる対策や事業を効果的・効率的に展開し
　「住むなら南アルプス市」と、引き続き選ばれるよう情報を
　発信していく。

A Q

A
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市制20周年記念特集号
南アルプス市議会だより

 2003
 Since

特別編集（P09～16）の主な内容

●南アルプス市議会の20年のあゆみ
●「議会だより」冊子構成の移り変わり
●市民の皆さまに聞きました
●議会改革を進めています

南アルプス市議会だより 創刊号 

▲

南アルプス連峰 北岳が議会だより
創刊号の表紙を飾っています。
北岳は平成30年、市の山として
正式に市のシンボルに決定しま
した。

特集号に寄せて
　市制20周年を記念して特集号を作成いたしました。
　この20年間は、住民の方々の意識が、「旧６町村」から「南アルプス市」
へと醸成され、名実ともに南アルプス市が一つになっていく過程であっ
たように思います。困難を乗り越え本市の礎を築き上げた市民のみな
さまや先輩議員に対し、改めて感謝いたします。
　先輩議員から改革の精神を受け継ぎ、私たち第６期市議会も、二元
代表制の一翼を担う機関として市政発展のために議会改革に取り組ん
で参りました。今後も、市民のみなさまに南アルプス市に住んでよかっ
たと実感していただける、「ふるさと南アルプス市」の実現を目指し、
なお一層の努力をしてまいります。
　市民のみなさまにおかれましては、引き続き議会活動に対しご理解
ご協力をいただくとともに、本紙が20周年を節目に過去をふり返り将来
を考えるきっかけのひとつとなれば幸いです。

南アルプス市議会  議長   飯野 久
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南アルプス市議会

20年のあゆみ

平成16年

2004

平成17年

2005

平成18年

2006

平成19年

2007

平成20年

2008

平成15年  2003
南アルプス市誕生
平成15年  2003
南アルプス市誕生

1998

1999

2000

2001

2002

2003

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

12/10

3/10
 5/10～12/22
4/1
 5/11
 11月

 3/29

 1～2月
 5/9

6/1
6/1～6/30　
9/12
 10/17

4/1

有権者代表が有権者の50分の1以上の署名をもって合併協議会
設置請求書を提出
各町村が合併協議会設置について、各議会に付議することを回答
　　各町村議会で合併協議会を設置することを可決
八田村、白根町、芦安村、若草町、櫛形町、甲西町合併協議会を設置
第１回合併協議会を開催
各町村ごとに住民を対象とした講演会「市町村合併を考える講演
会」を開催
第6回合併協議会で、「合併目標日の設定」をH15.4.1にすることを
正式に決定
各町村合わせて38か所で住民説明会を開催
第12回合併協議会で、６町村の合併に対する是非の決定につい
て協議を行い、全会一致でH15.4.1の合併が決定
合併準備室を設置
　新市名称の一般公募
新市名称が「南アルプス市」と決定
合併協定調印式を開催　合併協定書へ
６町村長が調印、６町村議会の議長が
署名、天野山梨県知事が署名
その後、各町村議会における議決、山梨県議会における議決等を経て
南アルプス市が誕生

●南アルプス市が誕生するまで

・市長選挙  石川豊 氏が当選

・
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
夏
）開
催

・
議
員
提
出
議
案「
定
数
条
例
の
全
部
改
正
」

  

を
可
決
（
定
数
30 

人
↓
28 

人
）

・
南
ア
ル
プ
ス
市
「
市
民
憲
章
」
を
議
決

・
南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
計
画
基
本
構
想

  (

２
０
０
５
〜
２
０
１
４)

を
議
決

・
議
会
の
自
主
解
散
を
議
決

・
市
議
会
議
員
選
挙

 

（
定
数
28 

人
、
立
候
補
45 

人
）

・
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

  「
南
風
」
が
完
成

・
中
部
横
断
道 

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ 

〜
増
穂

  

Ｉ
Ｃ
が
開
通

・
議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置

・
市
長
選
挙　

今
沢
忠
文 

氏
が
当
選

・
議
員
提
出
議
案
「
定
数
条
例
の一
部
改
正
」

  

を
議
決（
定
数
28 

↓
24 

）

・
議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会
が
調
査
研
究

  

結
果
報
告
書
を
議
長
に
提
出

・
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
夏
）開
催

・
市
議
会
議
員
選
挙

  （
定
数
24 

人
、 

立
候
補
27 

人
）

合併協定調印式

議
会
の
自
主
解
散
を
議
決

　

南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
は
、
95 

人
の
議
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
を
柱
と
す
る
財
政
政
策
の
転
換
や
、

市
議
会
に
対
す
る
市
民
意
識
の
変
化
な
ど
の
問
題
が
生
起
し
、
以

来
、
議
会
に
お
い
て
在
任
特
例
任
期
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論

が
、
に
わ
か
に
表
面
化
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
は
、
こ
う
し
た
内
外
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
し
、
在
任

特
例
任
期
の
あ
り
方
等
を
見
直
す
た
め
の
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
８
回
に
わ
た
る
審
議
を
経
て
「
市
の
行
財
政
改
革
を
議
会
が

率
先
し
て
実
行
す
る
」
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
、
平
成
16    

年
３
月

の
本
会
議
で
、「
９
月
定
例
会
最
終
日
を
も
っ
て
自
主
解
散
す
る

こ
と
」
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
、
９
月
定
例
会
最
終
日
の
平
成
16  

 

年
10    

月
28    

日
、「
南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
解
散
に
関
す
る
決
議
案
」

が
提
案
さ
れ
、
記
名
投
票
の
結
果
、
賛
成
85   

票
、
反
対
０
、
無
効

６
票
で
南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
の
解
散
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
の
将
来
の
た
め
に
、
法
律
で
保
証
さ
れ
た
自
ら
の
議
員
任
期

を
縮
め
る
決
断
は
異
例
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
時
の
議
員
数
は
95
人

　

市
町
村
が
合
併
す
る
場
合
、
合
併
特
例
法
と
い
う
法
律
で
、

旧
市
町
村
の
議
員
は
合
併
後
の
市
町
村
の
議
員
と
し
て
そ
の
ま
ま

最
長
２
年
間
留
任
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
合

併
に
よ
り
旧
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
や
課
題
な
ど
が
、
合

併
後
の
市
町
村
に
お
い
て
適
切
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
議
会
と
し

て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
た
め
の
制
度
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
旧
６
町
村
の

議
員
95 

名
が
新
市
議
員
と
し
て
１
年
11 

か
月
在
任
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

新
市
の
規
模
と
比
べ
て
議
員
の
数
が
多
い
こ
と
か
ら
「
マ
ン
モ

ス
議
会
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
旧
６
町
村
が
市

へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
に
は
必
要
な
制
度
で
し
た
。

（※１）合併協議会とは　合併協議会は、関係市町村の議決により設置され、関係市町の長、議長、議員、学識経験者、職員で
　　　構成されます。ここでは、合併を行うこと自体の是非を含めて、合併に関するあらゆる事項の協議が行われました。

南アルプス市が誕生した平成15年から令和５年までの
南アルプス市議会での主な出来事と、同じ年にあった
出来事を紹介しています。

議員数95人の議会

●

●

●

●

（※１）
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平成21年

2009

平成22年

2010

平成23年

2011

平成24年

2012

平成25年

2013

・
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
中
野
エ
リ
ア
が
完
成

・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成

・
消
防
本
部
・
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
が 

完
成

・
大
明
保
育
所
が
完
成

  

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

・
東
日
本
大
震
災
発
生

・
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
湯
沢
エ
リ
ア
が
完
成

・
市
長
選
挙  

中
込
博
文 

氏
が
当
選

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

・
市
民
と
議
員
と
の
シ
テ
ィ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

  

ス
タ
ー
ト

・
代
表一般
質
問
を
、一
括
質
疑
方
式
か
ら

  

一
問
一
答
方
式
に
変
更

・
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
夏
）
開
催

・
議
員
提
出
議
案「
定
数
条
例
の一
部
改
正
」を
議
決

  
（
定
数
24 

人
↓
22 

人
）

・
議
員
提
出
議
案「
委
員
会
条
例
の一
部
改
正
」を
議
決

  

総
務
と
文
教
を
統
合
、
４ 

↓ 

３
常
任
委
員
会

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
が
調
査
研
究
結
果
報
告
書
を

  

議
長
に
提
出

・ 

市
議
会
議
員
選
挙

  （
定
数
22 

人
、
立
候
補
23 

人
）

・
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

・
市
制
施
行
10 

周
年

・
記
録
的
な
豪
雪  

甲
府
で
１
１
４
㎝

・「
総
合
計
画
策
定
条
例
の
制
定
」を
市
議
会
と
し
て

  

初
の
修
正
可
決

・
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
を
設
置

平成16年5月に起草委員会を組織し、市内出身の俳句の大家、
福田甲子雄（ふくだきねお）氏を委員長に市民憲章の検討を
進めていただきました。市民のみなさまから市民憲章にふさ
わしい言葉を募集し、「自然」、「緑」「心」、「美しい」、「山」、「ア
ルプス」などの言葉を盛り込む中で、新しい市にふさわしい、
斬新で柔らかな印象の市民憲章が出来上がりました。

み　　　　緑かがやく自然を守り

な　　　　なかよく美しい心を結び合い

み　　　　未来にひらく豊かなまちをつくることを

アルプス　アルプスの山々に誓います

南アルプス市という名称の由来
新市の名称は、次の経過により決まりました。
①合併協議会が設置した新市名称等小委員
　会（小委員会）が新市名称を募集
②小委員会が、応募のあった名称の中から
　「峡西市」「こま野市」「南アルプス市」を
　選定
＜名称選定の理由＞
 ・この地域は、山梨県の西側、南アルプス
　の麓に位置し、「南アルプス」という言葉
　から地理的にイメージできる。
 ・「南アルプス」という名称は以前から用い
　られていることもあり、親しみがある。
 ・「南アルプス」の豊富な緑と澄んだ空気といった風景が６町村とも共有
　する自然環境の特徴と一致している。
③合併協議会における委員の投票により「南アルプス市」と決定

全国初のカタカナ市という点で全国的に注目されましたが、「南アルプス
市」という名称には、多くの市民のみなさまの深い思いが込められている
ことがわかります。名称に込められた、20年前の市民のみなさまの思い
をいつまでも忘れず、あらためて、この素敵な市名を大切にし、その名に
恥じないまちづくりをしていきたいと思います。

●応募名称ベスト10 
1 南アルプス  
2 こま野  
3 峡西  
4 巨摩野  
5 こまの  
6 巨摩  
7 やまなみ  
8 こま  
9 あやめ  
10 みどり  

●南アルプス市民憲章

  

　一問
一
答
方
式
に
改
革

　

平
成
23 

年
９
月
議
会
か
ら
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
質
問

方
式
を
総
括
質
疑
方
式
か
ら
一
問
一
答
方
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

市制20周年記念特集号

一問一答方式 総括質疑方式 

　

一
問
一
答
方
式
は
、
質
問
と
答
弁
の
対
応
が
明
確
で
、
傍
聴
し

て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
議
論
の
流
れ
を
把
握
し
や
す
く
内
容
を

理
解
し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
で
は
、
議
会
が
も
つ
２
つ
の
機
能
（
行
政

の
チ
ェ
ッ
ク
と
政
策
提
言
）
を
発
揮
す
る
重
要
な
場
で
あ
る
一
般

質
問
を
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、

一
問
一
答
方
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

「質問→答弁→質問→答弁」という
ように同一議員と執行部の間で問答
を続ける方式。

質問者が、質問したい内容を一括し
て全て述べ、答弁者がそれに対して
一括して答弁する方式。

  議　員　Aについて問う。
  執行部　A については～

  議　員　B について問う。
  執行部　B については～

  議　員　再質問します。
　　　　  B の〇〇について問う。

  執行部　B の〇〇については～

  議　員　Cについて問う
  執行部　C については～

  議　員　Aについて問う。
　　　  　B について問う。
　　　  　C について問う。

  執行部　A については～
　　　  　B については～
　　  　　C については～

  議　員　再質問します。
　  　　　B の〇〇について問う
  執行部　B の〇〇については～

▲

●

●

●

●



南アルプス市議会だより No.82　 12

平成26年

2014

平成27年

2015

平成28年

2016

平成29年

2017

平成30年

2018

・
完
熟
農
園
が
オ
ー
プ
ン

・「
子
宝
の
女
神
ラ
ヴ
ィ
」全
国
ど
ぐ
キ
ャ
ラ
総
選
挙
で 

  

見
事
優
勝
！

・
市
長
選
挙　

金
丸
一
元 

氏
が
当
選

・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク （
夏
）開
催

・
完
熟
農
園
が
閉
園

・
市
庁
舎
整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
住
民
投
票
が 

  

行
わ
れ
る

・
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

・
市
議
会
議
員
選
挙

  （
定
数
22 

人
、
立
候
補
25 

人)

・
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
移
転

・
市
の
シ
ン
ボ
ル
が
決
定 
モ
モ
、
ア
ヤ
メ
、

  

ラ
イ
チ
ョ
ウ
、
北
岳

・
白
根
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
完
成

・
八
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
移
転

・
芦
安
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
移
転

・
連
合
審
査
会
を
開
催

・
消
費
税
５
％
↓
８
％

・
南
ア
ル
プ
ス
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録

・
南
湖
保
育
所
が
完
成

・
議
員
提
出
議
案「
委
員
会
条
例
の一部
改
正
」 を
議
決 

  

総
務
文
教
↓
総
務　

厚
生
↓
厚
生
文
教

・
第
２
次
南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
計
画

  （
２
０
１
５
〜
２
０
２
４
）を
議
決

市
庁
舎
整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う

住
民
投
票

　

平
成
28
年
３
月
20
日
、
南
ア
ル
プ
ス
市
庁
舎
整
備
計
画
に
つ
い
て
問

う
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、
開
票
の
結
果
、「
現
庁
舎
の
用
地
買
収
に
よ

る
増
築
計
画
に
賛
成
」
が
「
新
庁
舎
基
本
計
画
に
沿
っ
た
新
築
移
転
に

賛
成
」
を
上
回
り
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
結
果
を
尊
重
し
、
大
規
模

な
庁
舎
建
設
で
は
な
く
、
現
庁
舎
の
増
築
を
行
い
ま
し
た
。

●議員報酬の変遷
（月額） 議長 副議長 委員長 議員 

H15.4.1～ 合併前の町村と同額 
H15.6.1～ 276,000 円 210,000 円 188,000 円 183,000 円 
H17.1.1～ 400,000 円 360,000 円 355,000 円 350,000 円 

 

市議会議員選挙 
H16.11.28 77.97％ 
H20.11.16 69.71％  
H24.11.18 60.88％  
H28.11.20 58.19％  
 R2.11.15 55.38％  

 

●議員定数の変遷
第 1 期（H15.4.1～H16.11.27） 95 人 
第 2 期（H16.11.28～H20.11.27） 28 人 
第 3 期（H20.11.28～H24.11.27） 24 人 
第 4 期（H24.11.28～H28.11.27） 22 人 
第 5 期（H28.11.28～R2.11.27） 22 人 
第 6 期（R2.11.28～R6.11.27） 22 人 

 

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　

２
０
１
４
年
６
月
12
日
、
南
ア
ル
プ
ス
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
は
登
録
10
周
年
に
な
り
ま
す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
南
ア
ル
プ
ス
に
関
係
す
る
10
市

町
村
に
よ
り
構
成
さ
れ
、「
高
い
山
、
深
い
谷
が
育
む
生
物
と
文
化
の

多
様
性
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
自
然
環
境
の
保
全
と
伝
統
的
な
文

化
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
す
べ
て
の
公
立
小
学
校
で
体
験
授
業
を
取
り
入
れ
た

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
啓
発
活
動
や
自
然
環
境
保
全
活
動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
理
念
に
共
感
す
る
多
く
の
企
業
と
協

定
を
締
結
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
的
に
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。
市
議
会
も
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
べ
き
理
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は

　 

人
間
が
い
つ
ま
で
も
自
然
と
文
化
を
守
り
な
が
ら

　 

地
域
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
ユ
ネ

 

　
ス
コ（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）が
認
め
た

　 

地
域
の
こ
と
。

●
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
３
つ
の
機
能

　 

①
生
物
多
様
性
の
保
全

　 

②
科
学
的
な
調
査
や
教
育
の
支
援

　 

③
自
然
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
地
域
発
展

●
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
構
成
市
町
村

　 （
山
梨
県
）
南
ア
ル
プ
ス
市
、
北
杜
市
、
韮
崎
市
、
早
川
町

　 （
長
野
県
）
飯
田
市
、
伊
那
市
、
富
士
見
町
、
大
鹿
村

　 （
静
岡
県
）
静
岡
市
、
川
根
本
町

●市内選挙等の投票率
合併後20年間の投票率をふり返ると
年々低下してきていることがわかりま
す。投票率の低下は市政への関心の
低下によるものであり、市議会にも
原因があると考えます。私たち市議
会は市民のみなさまに関心をもって
いただけるよう議会力・議員力を高
め、また主権者教育等にも力を入れ
ていきたいと考えています。

子宝の女神ラヴィ

（※１）連合審査会とは　議案の審査は、通常、一つの委員会（Ａ）で行います。しかし、議案の内容の一部が他の委員会（Ｂ）の所管事項に関連する場合があります。
　　　このような場合に、議案をより深く審査するために、ＡとＢが合同で開く会議のことを連合審査会といいます。

南アルプス市庁舎整備計画について問う住民投票 

H28.3.20 49.92％ 

市長選挙 
H15.4.27 70.31％ 
H19.4.22 71.63％ 
H23.4.24 61.21％ 
H27.4.26 60.63％ 
H31.4.21 52.19％ 

●

●
●

●

●

●

●

（※

１
）
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 令和元年

2019

 令和２年

2020

 令和３年

2021

 令和4年

2022

 令和５年

2023

・「
平
成
」か
ら「
令
和
」に

・
消
費
税
８
％ 

↓
10 

％

・
市
役
所
本
庁
舎「
新
館
」が
完
成

・
市
長
選
挙　

金
丸
一
元 

氏
が
当
選

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
夏
）開
催

・
中
部
横
断
道
の
山
梨
静
岡
間
が
開
通

・
一
般
会
計
当
初
予
算
案
を
修
正
可
決

・
議
会
改
革
検
討
委
員
会
を
設
置

・
市
制
施
行
20 

周
年

・「
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
都
市
」
を
宣
言

・
市
長
選
挙 

金
丸
一
元 

氏
が
当
選

・
議
会
基
本
条
例
の
策
定
に
向
け
始
動

・
政
治
倫
理
委
条
例
の
策
定
に
向
け
始
動

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

・
市
議
会
公
式
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂ
ｅ
を
開
設

・
予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

・
特
別
定
額
給
付
金
10 

万
円
の
対
象
者

  

拡
大
を
求
め
市
へ
要
望
書
を
提
出

・
市
議
会
議
員
選
挙

  （
定
数
22 

人
、
立
候
補
26 

人
）

・
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

・「
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
」

  
誘
致
企
業
が
、
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
と

  
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
決
定
、

  
協
定
を
締
結

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入

・
事
務
事
業
評
価
を
試
行
的
に
開
始

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
市
議
会
情
報
の
配
信
を

  

開
始

第６期南アルプス市議会議員

市の花 アヤメ市の木 モモ

市の鳥 ライチョウ 市の山 北岳

こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
宣
言

　

市
は
、
こ
ど
も
た
ち
の
成
長
を
通
じ
て
希
望
と
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る

ま
ち
を
目
指
し
、
令
和
５
年
３
月
、「
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
都
市
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
議
員
が
一
般
質
問
で
子
育
て
支
援
の

充
実
を
提
案
し
、
市
で
は
他
市
に
先
駆
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
宣
言
は
、
子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
決
意
の
表
明
で
あ
り
、
南
ア
ル
プ
ス
市
を
特
徴
づ
け
る
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
の
一
つ
に
な
る
と
言
え
ま
す
。

南アルプス市のシンボル ●

●

●

市制20周年記念特集号
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タブロイド判は紙面が大きく、ページ内に多くの情報を掲載することが可能で、一覧性に
優れているというメリットがあります。A４版は、サイズがコンパクトで扱いやすい、ページ
がめくりやすい、読みやすい、保管しやすいというメリットがあります。

「市民と議会を結ぶ」

議会だより
冊子構成の移り変わり

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議会だよりは創刊以来、わかりやすく親しみやすい
紙面を目指し、内容はもちろんのこと、冊子構成にも
試行錯誤を重ねてきました。ここでは、議会だより
20年の冊子構成の変遷をご紹介いたします。

創刊号～ No.８ ▲
A４版の右綴じで、ページ数は20～28、表記は
縦書きと横書きの併用となっていました。

No.９～ No.35 ▲
タブロイド判（普通の新聞紙１ページの半分の
大きさ）の右綴じで、ページ数は６～12、表記は
縦書きと横書きの併用となっていました。

No.36 ～ No.54 ▲
A４版の左綴じで、ページ数は18～ 24、
表記は全て横書きで統一されていました。

No.55 ～ No.79 ▲
A４サイズの右綴じで、ページ数は20 ～ 24、
表記は縦書きと横書きの併用、結果的には
創刊号と同じ冊子構成にもどりました。

今後も議会だよりを通して議会を身近に感じて
いただけるように努めてまいります。

No.80 ～ No.82 

▲

市内の伝統行事、市立美術館所蔵
のコレクション、美しい自然、など
さまざまなシリーズを重ねた表紙。
第80号からは、市の文化財を紹介し
ています。
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市民の皆さまに聞きました

石川 颯真 さん

河西 正明 さん

小松 祐太郎 さん

髙野 園干 さん

田中 栄子 さん

内藤 純子 さん

市のここが好き！

市・議会に望むこと

市のここが好き！

櫛形山から見下ろす景色、
そして平岡の風景が大好きです。

交通ルールをしっか
り守り、今よりもっ
ともっと交通機関が
増えたらいいな。

市・議会に望むこと

市のここが好き！

自然が豊かで、
子育て支援が充実して
いるところ！
同じ子育て世代に
オススメしたい！

高齢者の 1人ぐらし
です。市職員の対応
がとても良く有難く
感じます。

市のここが好き！

各地に図書館、公園、気軽に利用できる
施設があり、子どもを育てやすい。

市のここが好き！

金丸 清人 さん

内藤 純子 さん

藤田 瑞生 さん

中島 勤也 さん

市・議会に望むこと

市・議会に望むこと

市・議会に望むこと

若者が働きたいと思えるような
仕事を増やしてほしい。やりた
いを応援してくれるまちになっ
てほしいです。

コストコ開業に伴い地元住民の
生活道路との絡みを整備して欲
しい。

地域の小さなことにも大き
な課題がひそんでいます。
ほっとかないで。

市・議会に望むこと

市制20周年記念特集号

豊かな自然が広がっており 
大きな山、果物、何もかもが
私の自慢の街です。

市のここが好き！
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を進めています

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

南アルプス市議会は、誕生してから20年間、さまざまな議会改革を行って
きました。
第１期から第５期までの議会が行ってきた改革の精神を受け継ぎ、私たち
第６期南アルプス市議会においても議会改革を進めています。

①市民のみなさまの声を聞きました
 ・市民アンケートの実施
　議会改革を行うに当たり、議会に対する市民のみなさまの評価や
　意見を聞く必要があります。
　私たち南アルプス市議会は、「議会だより」 において市民アンケー
　トの実施と結果の報告を行いました。

②効率的でより充実した審査を行うための改革を行いました
 ・予算（決算）特別委員会
　議長を除く全議員により構成される特別委員会による、より充実した予算決算の審査
　を始めました。
 ・事業評価の実施
　市が行う事務事業を、市民目線に立ち、より多角的な視点で評価するための事業評
　価を試行的に実施しました。
 ・タブレットPC の導入
　議会で使用する資料を電子データ化することにより、紙資料の印刷・配布・保管に
　伴うコストを削減しました。

③議会の見える化をすすめました
 ・YouTube で動画配信　議会本会議の YouTube 配信を始めました。
 ・LINEで情報を発信　LINEを使った議会情報の発信を始めました。
 ・会議録検索システム
　合併（平成15年）以後のすべての定例会・臨時会の会議録を閲覧

・

検索できるようにしました。

④研修を実施しました
　（実施した研修の例）
 ・地方議会における男女共同参画の推進
 ・政治分野におけるハラスメントの防止
 ・質問力を高め議会力にいかす
 ・インボイス制度について
 ・議会による事業評価について
 ・議会改革について
 ・地方自治法について  など

議会改革

社会は複雑・多様化し行政課題は多岐に
わたり、これに対応するためには、法律・
制度・課題に関する最新の知識を習得す
る必要があります。南アルプス市議会で
は、これらに対応するため、さまざまな
研修を実施しました。
コロナ禍で対面での受講が難しい時に
は、オンラインやビデオ受講による研修
を行いました。

20周年記念特集号はいかがでしたか
　編集委員会として南アルプス市のこれまでのあゆみをふり返ってわかったことは、私たちが当たり前だと思っている現在
の南アルプス市は、市民のみなさまが南アルプス市をより良くしたいと願い、努力して得た成果の積み重ねでできている
ということです。
　ご尽力いただいた市民のみなさまや関係者に改めて感謝すると同時に、より良い選択を積み重ねていくことの大切さを
実感します。
　第６期南アルプス市議会議員の任期も残り約１年となりました。
　私たちも南アルプス市の未来のために、市議会として成果を積み重ねていけるように努力を続けていきたいと思います。

２０周年特集号 編集委員会●河野木綿子　藤田亜由未　小池伸吾　小林敏徳

YouTube LINE 会議録検索システム

予算決算特別委員会

市制20周年記念特集号



わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
芦
安
の
小
中
学
校
で
は
、
特
色
の
あ

　
　
　
る
教
育
課
程
を
組
ん
で
お
り
、
北
岳

登
山
を
は
じ
め
、
自
然
体
験
活
動
に
力
を
入

れ
、
緑
の
保
全
体
験
や
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
理
念
に
合
わ
せ
た
自
然
を
守
る
活
動
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
少
人
数
な

の
で
、
き
め
細
か
な
指
導
を
受
け
ら
れ
る
。
ま

た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
合
わ
せ
、
さ
ら
に
英
語
教

育
に
も
力
を
入
れ
、
英
語
指
導
助
手
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
単
独
１
名
配
置
し
た
。

　
英
語
の
授
業
を
は
じ
め
学
校
活
動
全
般
に

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
参
加
す
る
機
会
を
作
り
、
児
童
生

徒
が
英
語
を
よ
り
身
近
に
感
じ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
高
ま
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　
　

将
来
的
に
芦
安
小
中
学
校
を
義
務
教

　
　
　
育
学
校
と
し
て
目
指
し
て
い
く
計
画

は
あ
る
の
か
。

　
　
　
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
は
、
校
長

　
　
　
先
生
が
一
人
、
ま
た
教
職
員
の
組
織

も
ひ
と
つ
と
な
り
、
９
年
間
を
通
し
た
教
育

を
行
う
こ
と
に
な
り
、
入
学
式
や
卒
業
式
、

運
動
会
や
学
園
祭
、
修
学
旅
行
と
い
っ
た
学

校
行
事
な
ど
全
面
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

本
市
で
は
、
ま
ず
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
を

進
め
る
中
で
芦
安
小
中
学
校
に
お
い
て
、
よ
り

良
い
学
校
づ
く
り
、
ま
た
さ
ら
に
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
、

現
段
階
で
は
義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
向
け

た
検
討
は
し
て
い
な
い
。

 

芦
安
の
小
中
学
校

　
　
　
現
在
の
芦
安
の
小
中
学
校
は
、
ほ
と

　
　
　
ん
ど
の
児
童
生
徒
が
地
区
外
か
ら

通
っ
て
い
る
た
め
、
学
校
の
存
続
に
つ
い
て

不
安
が
拭
え
な
い
感
が
あ
る
。
以
前
は
教
育

課
程
特
例
校
と
し
て
英
会
話
科
が
設
け
ら

れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
し
た
教
育
が

行
な
わ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
特
例
校
と
し
て
の
枠
組
み
が
外

さ
れ
た
が
、
何
か
特
色
を
持
っ
た
教
育
が
行

　
　
　
小
中
一
貫
教
育
導
入
に
あ
た
り
、
保

　
　
　
護
者
や
地
域
の
人
達
に
は
ど
の
よ
う

な
説
明
を
し
て
理
解
を
得
て
い
る
の
か
。

　
　
　
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
識
や

　
　
　
理
解
に
向
け
、
校
門
に
小
中
一
貫
学
校

の
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し
た
。
ま
た
学
校
通
信
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
封
筒
に
も
文
字
を
入
れ
て
工

夫
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
保
護
者
が
集
ま
る
機
会
に
も
、
小
中

一
貫
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
し
周
知
し

て
い
る
。

　
　
　

小
中
一
貫
教
育
導
入
に
よ
る
教
員
の

　
　
　
労
働
時
間（
多
忙
化
）の
影
響
は
。

　
　
　
複
数
小
学
校
と
連
携
す
る
小
中
一
貫

　
　
　
の
活
動
は
、
学
校
間
の
移
動
時
間
の

確
保
、
教
職
員
の
意
識
の
共
有
が
多
忙
化
に

繋
が
る
こ
と
に
な
る
が
、
学
校
行
事
や
会
議
の

効
率
化
を
図
り
、
新
た
な
負
担
が
生
じ
な
い

よ
う
に
運
用
を
行
って
い
く
。

代表質問代表質問代表質問
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討
議
の
焦
点

  

南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る

 

小
中
一
貫
教
育

　
　
　
本
市
が
平
成
30
年
度
か
ら
取
り
組 

む

　
　
　「
小
中
一
貫
教
育
」
の
現
在
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。
　

　
　
　
本
市
の
小
中
一
貫
教
育
は『
未
来
を
切

　
　
　
り
拓
く
学
校
教
育
の
充
実
・
教
職
員

の
意
識
改
革
と
指
導
力
の
向
上
・
中一ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
・
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
課
題
の
解
消
』

の
４
つ
の
目
的
に
沿
っ
て
進
め
て
い
る
。
小
中

学
校
９
年
間
で
学
習
が
ス
ム
ー
ズ
に
繋
が
る
よ

う
各
教
育
課
程
を
編
成
し
て
い
る
。
ま
た
教

職
員
に
つ
い
て
も
、
各
中
学
校
区
に
お
い
て
、

積
極
的
に
交
流
し
な
が
ら
相
互
に
授
業
参
観

を
行
い
、
児
童
生
徒
の
９
年
間
を
見
通
し
た

授
業
づ
く
り
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q

躍進会

戸栗 淳 議員

A

Q

A

山梨県内で第１号として取り組む
「小中一貫教育」の進捗状況は

▲

小中一貫教育は９年間での教育課程を編成し、各小中学校で
　積極的に交流しながら取り組んでいる。

芦安小中学校の将来と教育方針は

▲

地域の人口が減少している芦安地区にとって、芦安小中学校は 
　欠かせない拠り所である。

A

QA Q

A

Q



市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

南アルプス市議会だより No.82　 18

討
議
の
焦
点

公明党

河野 木綿子 議員

せ
、
新
た
な
対
応
や
指
導
体
制
、
環
境
の
整

備
が
必
要
だ
。「
特
別
活
動
室
」や「
体
育
館
」

に
は
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
環
境
が
な
く
、
配
信
用
の
端

末
不
足
の
課
題
等
が
あ
り
、
今
後
、
検
討
す

る
。

　
　
　

多
様
な
学
び
の
場
を
確
保
す
る
た
め

　
　
　

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の

連
携
強
化
と
公
民
館
・
図
書
館
等
も
含
め
た

活
用
は
。

　
　
　
昨
年
度
か
ら
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
生

　
　
　
活
や
活
動
状
況
を
学
校
と
共
有
し
、

よ
り
適
切
な
支
援
に
向
け
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
を
試
行
的
に
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

学
校
以
外
の
多
様
な
学
び
の
場
の
確
保
に
つ
い

て
、Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
の
示
す
具
体
的
な

支
援
策
、
状
況
の
把
握
に
努
め
、
調
査
・
研

究
す
る
。

  

学
校
図
書
館
の
充
実
と

  

読
書
活
動
の
推
進

　
　
　

学
校
図
書
館
は
、
重
要
な
役
割
が
あ 

　
　
　

る
。
小
中
学
校
で
の
学
校
図
書
館
の

設
置
状
況
と
学
校
図
書
館
の
蔵
書
の
状
況

は
。

　
　
　
全
22
校
の
学
校
図
書
館
に
学
校
司
書

　
　
　
を
配
置
し
、
蔵
書
数
は
、
国
の
目
標

値
を
上
回
っ
て
い
る
。
毎
年
、
新
し
い
図
書
を

購
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
立
図
書
館
と
連

携
し
、
多
種
多
様
な
資
料
を
提
供
し
、
子
ど

も
達
の
学
習
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

  

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

 

学
び
の
保
障
に
む
け
た
不
登
校
対
策

 「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」

　
　
　

文
科
省
は
、
今
年
３
月
に
誰
一
人
取 

　
　
　

り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
を
社
会

全
体
で
実
現
し
て
い
く
と
の「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
た
。
本
市
は
「
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
」
を
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
分
教
室
型

も
含
め
た
設
置
促
進
で
あ
る
「
不
登
校
特
例

校
」
と
し
て
推
進
す
る
考
え
は
。

　
　
　
不
登
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
の
教
育

　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
を
、
今

年
度
か
ら
北
部
地
域
と
南
部
地
域
の
２
か
所

に
し
て
、
利
用
し
や
す
い
環
境
と
し
た
。
今

後
は
、
校
内
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

の
設
置
を
、
国
の
方
針
や
補
助
金
の
制
度
を

確
認
す
る
中
で
、
検
討
す
る
。

　
　
　

一
人
一
台
端
末
の
活
用
に
つ
い
て
、

　
　
　

授
業
を
自
宅
や
「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」、
校
内

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
等
に
配
信

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
出
来
る
指
導
体
制

を
確
立
す
る
取
り
組
み
は
。

　
　
　
「
普
通
教
室
・
特
別
支
援
教
室
」
へ

　
　
　
の
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
環
境
が
整
備
済
み
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
配
信
す
る
こ
と
は
技
術

的
に
は
可
能
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
学
校
を
休

ん
だ
児
童
生
徒
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
し
た

学
校
も
あ
る
が
、「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
や
ス
ペ
シ
ャ
ル

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業

配
信
に
つ
い
て
は
、
一
人
一
人
の
学
び
に
合
わ

　
　
　

発
達
段
階
に
応
じ
た
読
書
活
動
推
進

　
　
　

の
取
り
組
み
の
現
状
と
、
今
後
の
取

り
組
み
は
。

　
　
　
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」　に

　
　
　
基
づ
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
生

涯
に
わ
た
る
読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
小
学
校
１
年
生

に
対
し
て
本
を
配
付
す
る
「
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ

ク
事
業
」、
小
学
校
４
年
生
以
上
と
中
学
生

に
対
し
て
市
立
図
書
館
司
書
と
学
校
司
書
が

お
勧
め
の
本
を
紹
介
す
る
「
サ
ー
ド
・
ブ
ッ
ク

事
業
」
な
ど
今
後
も
、
市
立
図
書
館
と
連
携

し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
読
書
活
動
を
推
進

し
て
い
く
。

QAQA

文部科学省「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策
（COCOLOプラン）」より抜粋

誰一人取り残されない学びの保障にむけた
不登校対策「COCOLOプラン」の推進は

▲

不登校の児童生徒を対象の教育支援センター「WING（ウィング）」
　を、今年度北部と南部の２か所にした。今後は、校内のスペシャル
　サポートルームの設置を検討する。

QAQA

QA
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起
こ
っ
て
い
る
。
妊
娠
そ
の
も
の
へ
の
不
安
が

相
談
で
き
る
よ
う
体
制
の
整
備
が
必
要
で
は
。

　
　
　
相
談
窓
口
を
Ｈ
Ｐ
で
わ
か
り
や
す
く

　
　
　
表
記
し
た
り
、
相
談
支
援
機
関
の
案

内
を
庁
内
の
女
性
用
ト
イ
レ
に
掲
示
し
さ
ら

な
る
周
知
を
図
って
い
く
。

　
　
　

近
年
、
幼
児
や
児
童
を
狙
っ
た
性
犯

　
　
　
罪
被
害
が
増
え
て
い
る
。
子
ど
も
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
健
診
等
の
中
で

性
教
育
に
つ
い
て
保
護
者
へ
啓
発
を
す
べ
き

で
は
。

　
　
　
健
診
の
中
で
は
時
間
が
作
り
づ
ら
い

　
　
　
が
、
待
ち
時
間
に
性
教
育
に
関
す
る

絵
本
や
読
み
聞
か
せ
が
で
き
る
よ
う
に
用
意
を

し
て
い
く
。

　
　
　
子
ど
も
の
支
援
に
関
わ
る
縦
割
り
の

　
　
　
克
服
を
目
指
し
、
一
体
的
な
支
援
体

制
を
充
実
さ
せ
る
た
め「
こ
ど
も
部
局
」の
創

設
を
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

　
　
　
こ
ど
も
家
庭
相
談
課
な
ど
福
祉
部
で

　
　
　
も
肥
大
化
し
て
い
る
。
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
等
の
充
実
も
含
め
て
、
少
子
化
の
進

む
日
本
で一番
重
要
な
部
門
だ
と
考
え
る
の
で

前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

  

未
来
を
創
る
人
づ
く
り

　
　
　
こ
ど
も
若
者
が
集
え
る
居
場
所
や
拠 

　
　
　
点
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の

考
え
は
。
　

代表質問代表質問代表質問

討
議
の
焦
点

  

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る

  

相
談
体
制
の
あ
り
方

　
　
　
一
人
一
台
端
末
に
導
入
さ
れ
た
相
談 

　
　
　
ア
イ
コ
ン
の
具
体
的
な
利
活
用
方
法

や
「
相
談
す
る
こ
と
」
へ
の
啓
発
の
取
り
組

み
は
。
　

　
　
　
道
徳
な
ど
で
も
「
困
っ
た
時
に
は
相
談

　
　
　
す
る
」
と
言
う
こ
と
を
伝
え
る
時
間

を
設
け
る
。
ま
た
、
相
談
の
流
れ
な
ど
の
わ
か

り
や
す
い
フ
ロ
ー
図
を
ウ
ェ
ブ
や
チ
ラ
シ
で
伝

え
て
い
く
。

　
　
　
ふ
れ
あ
い
ダ
イ
ヤ
ル
へ
の
相
談
内
容

　
　
　
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
と
総
体
的
な

支
援
策
は
。

　
　
　
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
内
容
は
複

　
　
　
雑
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
保
健
福
祉
部

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
け
る
よ
う
に
協
議
し

て
い
る
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

　
　
　
教
育
委
員
会
に
配
置
す
る
こ
と
で
、

多
様
な
相
談
に
対
し
早
期
に
適
切
に
対
応
で

き
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
導
入
の
考
え
は
。

　
　
　
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
相
談
員
が
い

　
　
　
る
こ
と
で
、
相
談
者
の
安
心
に
も
つ
な

が
る
の
で
、
今
後
改
め
て
内
部
で
検
討
を
し
て

い
く
。

　
　
　
産
後
う
つ
か
ら
の
虐
待
や
、生
後
０
か

　
　
　
月
０
日
死
亡
と
言
う
悲
し
い
事
件
が

Q

南風

藤田 亜由未 議員

A

A Q
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
に

　
　
　
は
若
者
の
活
躍
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
場
が
あ
る
こ
と
で
活
発
な
活
動
を
促
進

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
空
き
店
舗
や
空
き

家
の
活
用
な
ど
も
含
め
て
、
若
者
を
中
心
に

置
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
意
義
は
あ
る
。

　
　
　
こ
ど
も
基
本
法
の
中
で
、
こ
ど
も
若

　
　
　
者
の
参
画
す
る
権
利
が
あ
る
が
、
声

を
拾
い
上
げ
る
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。
ま

た
、
丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
求
め
る
が

考
え
は
。

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、
集
め

　
　
　
た
声
は
概
要
版
な
ど
を
作
成
し
、
集

計
結
果
等
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　
　
　
こ
ど
も
若
者
と
市
が
積
極
的
に
つ
な

　
　
　
が
り
意
見
交
換
な
ど
が
で
き
る
機
会

を
創
出
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
若
者
が
市
の
未
来
を
考
え
、
思
い
を

　
　
　
形
に
す
る
場
は
大
切
で
あ
る
。
政
策

と
各
課
が
連
携
し
、
意
見
交
換
が
で
き
る
よ

う
な
場
を
検
討
し
て
い
く
。

A Q

子どもの命を守るため
教育と福祉の縦割りを克服し、さらなる連携を

▲

情報を適切に共有し、多職種・多機関の連携を強化していく。

「こども基本法」に基づいた、
子ども若者の声を拾い上げる場の創設を

▲

若者が市の未来を考え思いを形にする場を各課で連携し、
　意見交換ができる場を検討していく。

A

Q A Q A Q A

Q A QA Q



  

国
際
交
流
と
外
国
人
の
暮
ら
し

　
　
　
ウ
イ
ン
タ
ー
セ
ッ
ト
や
マ
ー
シ
ャ
ル
タ 

　
　
　
ウ
ン
と
の
姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
生

徒
一
人
当
た
り
の
助
成
金
を
最
低
20
万
円
に

引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
助

　
　
　
成
金
の
適
正
額
や
交
流
事
業
の
ル
ー

ル
等
を
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　
国
際
交
流
事

　
　
　
業
の
経
費
面

で
の
弾
力
性
を
図
る

た
め
国
際
交
流
基
金

を
創
っ
た
ら
ど
う
か
。
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他
の
自
治
体
の
基
金
の
状
況
を
調
査

　
　
　
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
市
は
国
際
交
流
協
会
を
独
立
さ
せ
た

　
　
　
が
、そ
の
目
的
や
目
指
す
べ
き
方
向
は
。

　
　
　
市
内
外
国
人
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応 

　
　
　
え
、
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
体
制

強
化
が
必
要
で
あ
り
市
か
ら
独
立
し
た
組
織

と
し
た
。
今
後
は
、
外
国
人
が
安
全
・
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
充
実
さ

せ
る
と
共
に
、
独
立
し
た
組
織
と
し
て
主
体

的
に
寄
り
添
い
、
頼
ら
れ
る
組
織
と
な
る
よ

う
市
は
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
体
制
強
化
の
た
め
に
は
、
法
人
化
の

　
　
　
検
討
や
、
現
在
の
２
人
常
勤
の
人
員

QA

あ
る
が
、
本
市
で
は
タ
ク
シ
ー
券
が
外
出
支

援
と
し
て
有
効
と
考
え
る
。
拡
充
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
市
で
は
今
年
度
、
地
域
公
共
交
通
計

　
　
　
画
を
策
定
中
で
あ
る
が
、
高
齢

者
に
と
り
必
要
な
時
に
利
用
で
き
る
タ

ク
シ
ー
は
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
の
ま
ま
で
は
な
く
、
よ
り一層
内

容
を
充
実
し
、
来
年
度
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
市

　
　
　
来
年
度
実
施
と
い
う
答
弁
に
期

　
　
　
待
す
る
が
、
高
齢
者
の
外
出
支

援
と
い
う
点
で
は
、
市
民
活
動
支
援
課

と
、
介
護
福
祉
課
両
方
が
一
緒
に
検
討

  

高
齢
者
の
外
出
支
援
策
拡
充

　
　
　
令
和
３
年
12
月
議
会
で
、「
高
齢
者

　
　
　
の
外
出
支
援
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

質
問
し
、
交
通
弱
者
対
策
、
高
齢
者
対
策
の

両
面
で
検
討
す
る
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

の
検
討
状
況
は
。

　
　
　
市
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
を
運

　
　
　
行
し
、
補
完
す
る
意
味
で
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

実
際
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、「
高
齢
者
の

移
動
支
援
」
に
重
点
を
置
い
た
運
用
を
検
討

し
て
い
る
。

　
　
　
高
齢
者
の
外
出
支
援
と
し
て
、コ
ミ
ュ

　
　
　
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が

Q

A

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

体
制
で
は
不
十
分
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の

職
員
採
用
計
画
は
。

　
　
　
採
用
計
画
は
な
い
が
、
今
後
、
職
員

　
　
　
の
採
用
や
法
人
化
も
国
際
交
流
協
会

と
十
分
協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
国
際
交
流
協
会
の
中
の
外
国
人
専
用

　
　
　
相
談
窓
口
は
周
知
不
足
だ
と
感
じ
る
。

　
　
　
国
際
交
流
協
会
の
会
報
等
を
通
じ
て

　
　
　
相
談
窓
口
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て

情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
保
育
所
、
幼
稚
園
等
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
芝
生
化

　
の
推
進
に
つ
い
て

Q

A
姉妹都市との交流事業

質問の主題

国際交流と
市内外国人の
暮らしの支援は！！ 新政南アルプス

有野 一成 議員
新政南アルプス

飯野 多惠子 議員

質問の主題

高齢者の外出
支援策拡充への
考えはあるのか

AQ

Q

A

QA

Q A

Q

Aし
て
い
く
事
が
重
要
と
考
え
る
。
協
議
体
等

で
直
面
し
て
い
る
課
題
を
両
課
で
も
共
有
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
市
民
部
、
保
健
福
祉
部
と
も
に
、
担

　
　
　
当
が
常
に
連
携
を
と
っ
て
い
る
。
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

穿孔細菌病防除は、
今後も充実した
助成対応を

菌
病
は
、
台
風
等
の
雨
や
強
風
で
、
再
度
蔓

延
す
る
可
能
性
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
蔓
延
を
防
ぐ
に
は
、
秋
と
春
の
農
薬
散
布

に
よ
る
防
除
対
策
が
重
要
な
の
で
、
各
農
家

が
拡
散
防
止
の
た
め
の
防
除
対
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
上
で
、
再
度
拡
散
し
た
場

合
の
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
お
よ
び
Ｊ
Ａ

と
連
携
す
る
中
で
、
適
正
に
対
応
し
て
い
く
。

  

通
学
路
の
安
全
対
策

　
　
　
通
学
路
の
拡
張
可
能
な
側
道
接
続
地 

　
　
　
を
順
次
購
入
し
緊
急
時
の
避
難
場
所

に
し
た
ら
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　
　
　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
毎

　
　
　
年
、
各
小
中
学
校
、
自
治
会
か
ら
の

   

も
も
穿
孔
細
菌

　
　
　
発
生
予
察
を
基
本
と
し
た
対
策
は
今

　
　
　
後
も
必
要
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　
　
　
令
和
元
年
度
に
県
下
全
域
で
発
生
し

　
　
　
た
。本
市
で
は
、県
が
実
施
す
る
助
成

金
交
付
に
市
単
独
で
上
乗
せ
を
し
、
秋
季
お

よ
び
生
育
期
の
防
除
対
策
を
実
施
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
県
が
令
和
４
年
５
月
に
、「
も
も
穿

孔
細
菌
病
終
息
宣
言
」
を
発
令
し
、
令
和
３

年
度
で
助
成
金
交
付
を
終
了
し
た
あ
と
の
令

和
４
年
度
に
つ
い
て
も
、
市
単
独
で
農
薬
散

布
費
用
の一
部
助
成
を
続
け
て
き
た
。

　
現
在
、
も
も
の
販
売
実
績
は
伸
張
し
、
徹

底
し
た
防
除
対
策
の
効
果
も
あ
り
、
助
成
金

交
付
を
終
了
し
た
。
し
か
し
、
も
も
穿
孔
細

躍進会

花輪 幸長 議員

QA

躍進会

保坂 広人 議員

質問の主題

南アＩＣ周辺の
渋滞対策と
本市の道路計画は

付
帯
す
る
周
辺
道
路
の
整
備
等
を
進
め
て
い

く
。

　
施
設
開
業
後
も
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
に
応

じ
た
対
策
を
行
い
、
生
活
環
境
に
支
障
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

  
南
ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

  

周
辺
開
発
等
を
踏
ま
え
た

  

市
全
体
の
道
路
整
備
計
画

　
　
　
本
市
の
都
市
構
造
が
大
き
く
変
化
し 

　
　
　
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
本
市
全
体

の
道
路
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
る
の
か
。

  

新
産
業
拠
点
整
備
事
業
に
係
る

  

交
通
渋
滞
対
策

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備 

　
　
　
事
業
の
具
体
的
交
通
渋
滞
対
策
に
つ

い
て
本
市
の
考
え
は
。

　
　
　
基
本
的
な
対
策
は
、
事
業
用
地
周
辺

　
　
　
に
歩
道
付
き
の
周
回
道
路
を
整
備
・

出
入
口
の
複
数
設
置
・
１
千
台
の
駐
車
場
整

備
。
ま
た
、
４
つ
の
周
辺
交
差
点
を
改
良
す

る
等
の
対
策
を
行
う
。

　
さ
ら
に
、
約
１
５
０
台
分
の
臨
時
駐
車
場

を
整
備
・
交
通
誘
導
員
の
配
置
・
案
内
看
板

の
設
置
や
計
画
的
な
誘
導
・
営
業
時
間
の
調

整
等
を
図
る
。
ま
た
、
南
進
道
路
や
こ
れ
に

QA

  要
望
を
受
け
、
教
育
委
員
会
、
総
務
部
お
よ

び
建
設
部
に
よ
り
、
合
同
点
検
を
実
施
し
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
舗
装
、
路
面
標
示
に
よ
る
注

意
喚
起
、
水
路
蓋
の
設
置
等
の
対
策
工
事
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
の
拡
幅
に
よ

る
歩
道
整
備
事
業
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、

国
補
助
金
の
認
可
を
得
て
と
考
え
て
い
る
。

　
部
分
的
に
用
地
を
取
得
し
た
道
路
拡
幅
、

歩
道
整
備
お
よ
び
待
避
施
設
は
、
歩
行
者
の

視
線
や
運
転
者
の
視
認
性
を
妨
げ
る
可
能
性

等
も
あ
り
道
路
と
一
体
的
で
連
続
し
た
整
備

の
方
が
よ
り
安
全
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
、
安
全
安
心
の
観
点
か
ら
、
関
係

部
局
と
連
携
し
、
通
学
路
の
安
全
対
策
に
努

め
て
い
く
。

QA

　
　
　
本
市
の
道
路
整
備
は
、
総
合
計
画
、

　
　
　
並
び
に
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

「
道
路
交
通
整
備
の
方
針
」
に
基
づ
き
、
優
先

順
位
を
付
け
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
の
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
将
来
を

見
据
え
、持
続

可
能
な
ま
ち
づ

く
り
や
都
市
機

能
の
向
上
の
た

め
、
地
域
と
連

携
し
た
道
路
整

備
を
推
進
し
て

い
く
。

南アルプスＩＣ

Q

A
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食
堂
を
契
機
と
し
た
地
域
交
流
拠
点
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
　
　
今
後
の
方
向
性
を
市
で
は
ど
う
捉
え

　
　
　
て
い
る
か
。

　
　
　
子
ど
も
食
堂
は
単
に
食
事
な
ど
の
提

　
　
　
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
習
支
援
活
動

や
交
流
・
体
験
活
動
と
同
様
に
、
活
動
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
出
会
い
、
一
人
に
な
ら
な
い
繋
が
り
作
り
に

貢
献
し
て
い
る
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
や
若
者
の
居
場
所
や

役
割
、
活
躍
、
安
心
が
得
ら
れ
る
地
域
の
福

祉
活
動
を
更
に
広
め
て
い
く
と
と
も
に
、
今

後
も
活
動
を
強
力
に
支
援
し
て
い
く
。

  

子
ど
も
食
堂

　
　
　
子
ど
も
食
堂
の
現
状
は
。

　
　
　
本
市
で
把
握
す
る
市
内
の
子
ど
も
食

　
　
　
堂
は
、
個
人
お
よ
び
団
体
が
運
営
す

る
７
か
所
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
は
、
定
期
的
に
開
催
す

る
も
の
か
ら
、
夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
に
開

催
す
る
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
令
和

２
年
度
か
ら
３
か
年
の
補
助
事
業
の
実
績
で

は
、
延
べ
７
百
12
日
開
催
さ
れ
、
市
内
の
子

ど
も
若
者
世
代
で
延
べ
約
２
千
４
百
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

や
居
場
所
づ
く
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子
ど
も

QA

た
め
、
補
強
ま
た
は
改
築
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
多
目
的
ホ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
専
門

家
の
意
見
を
聴
き
、
庁
内
で
検
討
し
た
結
果
、

当
面
の
対
応
と
し
て
、
条
件
付
き
で
利
用
し

  

甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の

  

多
目
的
ホ
ー
ル
の
今
後

　
　
　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
耐

　
　
　
震
診
断
結
果
に
つ
い
て
、
多
目
的

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
地
震
の
振
動
お
よ
び

衝
撃
に
対
し
て
倒
壊
ま
た
は
、
崩
壊
す
る
危

険
性
が
高
い
と
判
断
す
る
診
断
結
果
で
あ
っ

た
。
か
か
る
状
態
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、

今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
講
じ
る
の
か
。

　
　
　
昨
年
度
の
耐
震
診
断
の
結
果
、
震
度

　
　
　
６
か
ら
７
程
度
の
地
震
に
対
す
る
評

価
と
し
て
、
倒
壊
、
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険

性
が
高
い
と
い
う
耐
震
基
準
の
数
値
が
示
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
安
全
に
施
設
を
利
用
す
る

Q

て
頂
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
利
用
に
際
し
て
は
、
予
約
時
に
、
施
設
の

耐
震
診
断
の
結
果
を
伝
え
、
ま
ず
は
、
他
の

施
設
の
利
用
を
検
討
し
て
頂
き
、
他
の
施
設

へ
の
変
更
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
代
表
者
に

避
難
経
路
図
を
配
布
し
、
地
震
が
発
生
し
た

際
は
、
速
や
か
に
避
難
す
る
こ
と
を
利
用
者

全
員
に
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
問
題
は

発
生
し
て
い
な
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
安
心
に
多
目
的

ホ
ー
ル
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
現
在
、
庁
内

協
議
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
に
は
整
備

方
針
を
示
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

甲西農村環境改善センターの
多目的ホール

  

自
転
車
の
安
全
対
策

　
　
　
市
民
向
け
に
、
自
転
車
の
安
全
教
室 

　
　
　
の
実
施
が
望
ま
し
い
が
市
の
見
解
は
。

　
　
　
自
転
車
事
故
を
減
少
さ
せ
る
に
は
、

　
　
　
「
交
通
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
な
ど
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
」
を
身

に
着
け
て
も
ら
い
、
安
全
に
利
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合

わ
せ
た
「
自
転
車
安
全
教
育
」
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署
、
山
梨
県
総

合
交
通
セ
ン
タ
ー
、
市
専
門
交
通
指
導
員
等

と
連
携
を
図
る
な
か
で
、「
自
転
車
安
全
教
室
」

等
の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

質問の主題

子ども食堂の
取り組みに行政は
最大限の支援を 公明党

小池 伸吾 議員
 

保坂 健 議員

質問の主題

多目的ホールの
耐震診断結果を
受けて

A

QA

QA
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

債権者の方々には、
これからも
丁寧な対応を

  

完
熟
農
園
の
債
権
者
と

  

今
後
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か

　
　
　（
株
）南
ア
ル
プ
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
設
立

　
　
　
か
ら
完
熟
農
園
に
最
大
限
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
債
権
者
の
人
た
ち
と
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
市
の
考
え
は
。

　
　
　
債
権
者
の
皆
様
は
、
従
業
員
、
生
産

　
　
　
者
・
取
引
先
・
リ
ー
ス
会
社
の
ほ
か
、

株
式
会
社
南
ア
ル
プ
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
再
起

を
願
っ
て
貸
し
付
け
を
行
っ
た
方
々
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
関
わ
り
の
中
で
完
熟
農
園
事
業
に

最
大
限
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
完
熟
農
園
跡
地
の
再
開
発
に
つ
い

て
は
、
も
う
二
度
と
失
敗
を
繰
り
返
し
て
は

小林 敏徳 議員

QA

松野 昇平 議員

質問の主題

生活の質の
向上を目指し、
バリアフリー化を

者
の
高
齢
化
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
安
全
性

の
確
保
、
利
便
性
の
向
上
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
室
内
の
段
差
解
消
や
浴
室
・
ト
イ
レ
等

へ
の
手
す
り
の
設
置
な
ど
、
市
営
住
宅
設
備

改
善
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
福
祉
部
門
と
も
連
携
し
、
公
営
住
宅
へ

　
　
　
の
ニ
ー
ズ
を
酌
み
上
げ
る
努
力
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
も
含
め

　
　
　
て
、
幅
広
く
潜
在
す
る
ニ
ー
ズ
を
掘

り
起
こ
す
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。
居
住
実

態
の
分
析
や
課
題
の
共
有
な
ど
に
つ
い
て
、
福

祉
部
門
と
の
連
携
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

  

公
営
住
宅
の
住
環
境
整
備

　
　
　
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た
多
様
な
ニ
ー

　
　
　
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

な
ど
に
配
慮
し
た
、
福
祉
対
応
型
公
営
住
宅

へ
の
更
新
が
必
要
と
考
え
る
。
市
の
所
見
は
。

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
市
営
住
宅
は
、
令
和
２

　
　
　
年
に
策
定
し
た
「
南
ア
ル
プ
ス
市
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
市

民
の
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
一
端
を
担

う
と
と
も
に
、
長
期
的
展
望
で
安
全
・
安
心

な
住
宅
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
管
理
や
修
繕

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
福
祉
対
応
型
へ
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
な
実
施
計
画
は
な
い
が
、
市
営
住
宅
入
居

QA

　
　
　
公
営
住
宅
の
建
て
替
え
、
新
設
に
つ
い

　
　
　
て
も
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　
長
寿
命
化
計
画
期
間
後
に
は
、
社
会

　
　
　
情
勢
を
的
確
に
捉
え
る
中
、
住
宅
建

て
替
え
等
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q

A

な
ら
な
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、
市
の
最
重
要

施
策
に
位
置
付
け
、一歩
ず
つ
、
着
実
に
事
業

を
進
め
て
き
た
。

　
　
　
債
権
者
有
志
事
務
所
よ
り
の
質
問
に
対

　
　
　
し
て
、
市
か
ら
の
回
答
は
「
完
熟
農
園

債
権
者
有
志
の
お
名
前
で
、
こ
れ
ま
で
長
期
的

に
わ
た
っ
て
ご
質
問
、
ご
意
見
等
を
頂
き
こ
れ

に
対
し
て
一
つ
一
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
十
分
に
対
応
し
尽
く
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、今
後
こ
の
質
問
、ご
意
見
等
に
つ
い
て
、

対
応
は
遠
慮
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
致
し
ま
す
。」

と
の
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
容
を
見
る
と
、

今
回
を
持
っ
て
債
権
者
と
は
今
後
や
り
取
り
を

し
な
い
と
い
う
対
応
拒
絶
文
と
受
け
取
れ
る
返

答
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
内
容
だ
と
私

は
思
う
。

　
　
　
債
権
者
の
皆
さ
ん
と
は
、
今
年
１
月

　
　
　
31
日
に
説
明
会
を
開
い
て
、
話
し
合

い
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
８
月
３
日
ま
で
、

７
回
に
わ
た
り
質
問
等
を
も
ら
い
丁
寧
に
対

応
し
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
質
問
の
内
容
が
こ
れ
ま
で
答
弁
し
て
い
る

内
容
と
同
じ
よ
う
な
内
容
が
多
か
っ
た
と
い
う

事
で
、
今
後
の
質
問
に
つ
い
て
は
ご
遠
慮
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
を
申
し
上
げ

た
。
質
問
の
内
容
が
違
え
ば
、
ま
た
丁
寧
に

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
そ
う
い
っ
た
状

況
で
あ
る
。

QA

QA

安全性や防災の観点に
加え、共生社会を意識
し、社会参加や生活の
質の向上に重点を置く
住環境整備が求められ
ている。
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編集後記
　平成15年（2003年）４月１日、６町村が合併し南アルプス市が誕生して20年

となります。議会だより82号では、20年を振り返り、別冊版として保管できる

よう特集号を編集しました。

　合併当時、世界では、SARS（サーズ）が大流行、イラク戦争が開戦。日本では、

日本郵政公社が発足、宮崎駿監督アニメ「千と千尋の神隠し」がアカデミー賞を

受賞。など今を彷彿とさせる出来事がありました。また、この20年は、６町村が市

としての一体感を醸成し、盤石な基盤を構築する期間であったと思います。南ア

ルプスIC周辺開発での発掘調査で、さまざまな遺跡や土器などが発見され、この

地が文化や物資の交流地点であった事が推察されます。合併50年は、多様な人や

世界との交流も視野に発展する南アルプス市を期待したいです。

委員長／河野 木綿子　　副委員長／藤田 亜由未
委　員／保坂 健、飯野 多惠子、三枝 守和、北村 千代子、斉藤 諭、
　　　　小林 敏徳    （保坂 広人、村松 三千雄、小池 伸吾）

議会だより
編集委員会
（広報部会）

みなさんの傍聴を
お待ちしております！

　事前申込不要  委員会も傍聴できます

●第４回定例会の会期予定
　12月  １日 ……………本会議（初日）
　12月  ４日～   ７日……委員会
　12月 12日～13日…… 代表・一般質問
　12月 15日～18日……委員会
　12月 20日 …………… 本会議（最終日）
※日程等は、定例会前の議会運営委員会で
　正式に決定されます。（日程が変更にな　
る可能性があります。）

●第３回定例会の傍聴者数：13人
※報道関係者11人は除く

市民から  ひ・と・こ・と
HITOKOTO from the Citizen

　身近でのコミュニケーションの必要性を強く感じさせてくれたコロナ禍でのこの３年間でし

た。親同士の学校や地域での活動などが殆ど無くなり、結果として子どもたちが随分不安定に

なってしまいました。あいさつの仕方ひとつでもそのことが手に取るようにわかります。家庭

や学校そして地域でも少しずつ取り戻して行かなければなりません。

　びっくりするような賑わいだった４年ぶりの地域での夏祭り。祭りの後自発的にゴミ拾いし

た中学生がいました。こういう子どもが育っている私たちの地域。あらゆる機会を捉えてのコ

ミュニケーションの復活が地域を、人を作ります。大人たちの活動こそ、子どもたちに見守ら

れていると思いました。

市川 和郎 さん
（地区／飯野）

空閑 鉄徳 さん
（地区／鮎沢）

　かつて、文部省の海外研修でオーストリア、イタリア等 4 か国を訪問し、保育園から専門高

校まで視察。その後、南米のコロンビアで３年間勤務。ゲリラの脅威の中、ウリベ大統領は「楽

器を手にする子どもは、武器を手にすることはない」との信念で、音楽関係の学校100校建設

に着手。

　子どもは「家庭の宝」であり、「世界の宝」です。本市は、公立小中学校の給食費無償化も実現し、

不登校対策や子育て相談体制の充実等にも真摯に取り組んでいます。今後さらに現場の声に耳

を傾け、教育環境の改善、“未来を創る人づくり” に大いに力を発揮されるよう期待しています。

市民から  ひ・と・こ・と 募集中

市議会に対するご意見やご感想を
お気軽にお寄せください。

　【提出先】

〒400-0395   南アルプス市小笠原 376 
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　
 FAX：055-282-6459
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